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結局、“ DX ”ってどうすればいいんだ？

新規事業を作れ
ば良いんじゃな
いの？

https://bodais.com/id0100000135
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【Youtube】
無料DXお悩みよろず相談
https://youtu.be/GxZGs-KCsdQ

DXとは何か？を知り、自社にとっての目指す姿を一緒に考えます

⚫ DXに取り組みたいけど何から始めれば良いか分からない

⚫ DX化の進め方が分からない、社内で先導できる人もいない

デジタル化により身近な業務や仕組み、やり方を変える

ヨコのつながりに目を向け、会社全体の仕組みを変える

顧客や世間に価値を提供する仕組みをも変革する

個別業務 社内業務全体 顧客・世間を
含めた経済活動全体
（プラットフォーム）

個別業務のDX

社内業務全体のDX

経済活動全体のDX

まずは
ここから！ ( プロセスの大きさごとにDXを3段階に分けて考える )

※前提として本サービスは、１企業様１部署に対し１度のみ実施します

https://youtu.be/GxZGs-KCsdQ
https://youtu.be/GxZGs-KCsdQ
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【出所】IPA｜「DX実践手引書 ITシステム構築編」を改訂（2022.4.4） https://www.ipa.go.jp/files/000097124.pdf

デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 https://www.ipa.go.jp/ikc/our_activities/dx.html#section6

DX未着手・途上企業の担当者を技術的側面から支援するため「DX実践手引書 ITシステム構

築編」を公開し、その中で「DXを継続的に進めるための考え方」として、DXでめざす「変革規

模」の指標をまとめました。（一部文言修正、下記抜粋）

https://www.ipa.go.jp/files/000097124.pdf
https://www.ipa.go.jp/ikc/our_activities/dx.html#section6
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➢ 「無料DXお悩みよろず相談」は、全４回の打ち合わせを経て、DX化を何から？どこから？

始めれば良いのか、アイズファクトリーの分析事例の紹介を交え一緒に考えさせて頂きます

➢ ４回のよろず相談の実施内容

【実施の流れ】

第１回 よろず相談のゴール設定
・アイズファクトリーの支援できることをお伝えします
・業務のお悩み事について伺わせてください
・業界別、業務別の事例を紹介いたします

第２回 データ活用の進め方
・業界標準のフレームワークを知りましょう
・isFメソッド「データ活用ストーリー」の紹介

第３回 課題ヒアリング
・問題と課題を切り分けましょう
・「データ活用ストーリー」の実践（課題整理）
・対処したい課題の優先順位を考えましょう

第４回 今後の進め方
・優先順位に基づき、どの課題から着手するかを考えます
・個別の分析プロジェクトと将来像について

おおまかなスケジュールを考えます

※上記記載内容は基本パターンです、状況に応じ実施内容を変更させて頂くことがあります
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➢ 「無料DXお悩みよろず相談」は、全４回の打ち合わせを経て、DX化を何から？どこから？

始めれば良いのか、アイズファクトリーの分析事例の紹介を交え一緒に考えさせて頂きます

<凡例>

➢ 実施スケジュール

1st month

1w 2w 3w 4w

2nd month

1w 2w 3w 4w

3rd month

1w 2w 3w 4w

isFのタスク

お願いごと

★：会合

★第１回

➢ ご依頼を頂戴してから1週間後
を目途に第１回を実施
（ご契約等は不要です）

★第２回

★第３回

★第４回

➢ 第３回目の会合までに、皆さま
が取組みたいDX/デジタル化
などの問題/課題をざっくばら
んに教えてください(p.03)

第２回の「データ活用ストーリー」の考え方を基に、
それぞれの問題/課題の解決法を一緒に整理します

必要に応じて、第４回以降に具体的なプロジ
ェクトのご提案を差し上げますので、並行し
て基本契約などの手続きを行います

➢ 概ね４回の会合で、「何から始めるか？」スタート地
点を設定し、着実に一歩づつDX化を進めていきます

※必ず1ヶ月半必要というわけではありません、その時々の
状況に応じて、これよりも短く早くすることも、長く時間を
掛けることも可能です
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➢ DX推進部，経営戦略・企画部 など

（決裁者~マネージャ~リーダー/メンバー）
- 社内でDXプロジェクトを率い、時に部門を横断して管理する
‐ 全社を俯瞰的に、経営目線で、事業の中における優先順位を考え、

社内の調整を図る必要もあります

➢ 各事業部
（マネージャ~リーダー）
‐ DXを進めるとなると、現場の生の声や現在の業務の手順、など

現場の情報も必要になります
‐ まず最初は、マネージャの方だけでも問題ありません

DX推進のためには、職位別に異なる役割が求められます。特に、

現場から多くの「こうしたい！」を見つけることが重要です

➢ TOPはビジョンを示し、
主体的に根気強く進める

管理職

役 員

課員・若手
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【isFが提供すること】
どんな解析が適切か？どの程度難しいものか、
診断・説明させて頂きます

アウトプットの例 | デジタル化・DX推進の課題整理シート

番号分類

データ活

用課題検

討のテー

マ番号

概要 関係部署 インパクト
データの種類（管理者）、更新頻度、範囲

例：教育履歴（人事部）、半年に一回、本社人員のみ
解析可能性

データ整理

/BI/BA/AI
解析アイデア アクション

1 (1)人事情報共有 1
教育履歴・資格情報の共有、タレントマネ

ジメント、不満やストレスの測定
人事部 〇

＊自己申告（人事部）・年1・全職員

＊資格（人事部）・随時・全職員

＊職務経歴（人事部）・年1・全職員

＊ストレスチェック・検診管理データ

△ BA

自己申告、職務経歴、ストレス度

などから個人属性、仕事内容と満

足度の関係性を分析。離職防止策

に活かす

＊個人の状況を踏まえた人事面談内容や

アドバイスの検討

2 (2)人事・職員配置情報一元化 2

人事・事業本部・支社などでバラバラに作

成している。人材配置の検討が手間。予定

ベースの人材確保により空き人材が活用で

きない。

土木・建築事業本部、人事部 〇

＊資格（人事部）・随時・全職員

＊職務経歴（人事部）・年1・全職員

＊配置予定（土木・建築事業本部）・随時・現場技術職員

＊人員配置実績（人事部）・随時・全職員

〇

データ整理

～

BA

1) 資格と現場のマッチング

2) 工種やプロジェクト規模などか

ら必要な人員数を予測

＊最適な人員配置をシミュレーション

＊資格保有者余力による受注計画立案

＊工事種類別一人出来高などKPIの算出

3 (3)勤怠管理でのログデータ活用 3
PCのログデータによる勤怠管理ができない

か
ICT企画部、人事部 △

＊PCログ（ICT企画部）・毎日・全PC

＊勤怠（人事部）・随時・全職員
× データ整理

8 (6)法令情報共有 18
地方条例から建設業に関する最新の条例を

素早く検索したい
安全環境本部 △ ＊地方自治体環境法令（環境品質部）・随時・施工現場がある自治体 〇 BA

条例の検索システム・テキストマ

イニング

9 (7)会計情報効率化 8 FactBookを簡単に出せるようにしてほしい 経理部 ×
＊決算財務数値（経理部）・四半期・全社

＊科目残高（経理部）・毎月・全科目
× データ整理

【皆さまへお願いしたいこと】
ビジネス上の課題、課題解決時のビジネス上の効
果・インパクト、現在所有しているデータの説明

両社○（ ビジネス効果大 ＆ 解析可能性大 ）
マッチングしたテーマからSTART‼

➡アイズファクトリーが
難易度と方法を回答
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個別業務で行ったDXを

業務全体に拡大し全体最適化

よろず相談後の個別プロジェクトのSTEP

スタート

を決める

結果を出

してみる

業務に

組み込む

その先へ

まずは

現状把握

目指すべき姿を

皆さまとisFで共有し

現状を整理して理解

🕐約１~３ヶ月間

よろず相談会を行います

✓事例を知る

✓目標を決める

✓計画を立てる

🕐約３～６ヶ月間

システムに実装

（担当者の教育も）

<個別業務のDX化>

スモールスタートで

着実に結果を積み上げ

一つづつDX化

🕐約1.5～２ヶ月間

解析PoCの実施

✓各企業様の目的に応じて、正しい進め方を設計させて頂きます

Start SmallThink Big Move Fast
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ご不明な点は下記担当者まで
お願いいたします。
---------------------------------------
株式会社アイズファクトリー
〒101-0054
東京都千代田区神田錦町2-7-6 南部ビル
本件窓口：AIビジネスコンサルティング部

戸田 新人
E-mail ：toda@isfactory.co.jp
Tel ：03-5259-9004

（免責事項）

当社は、本資料の情報の正確性に万全を期しておりますが、情報の正確性、最新性、また完全性等に

ついて、一切の保証することはできません。本資料及びその情報等をご利用になったことにより生じ

たいかなる損害についても責任を負うことができません。

（権利の帰属）

本資料の内容に関する著作権等の権利は、引用したものを除き株式会社アイズファクトリーにござい

ますので当該の内容・情報を当社への予めの承諾なく複製・転用はしないようお願いいたします。

以上

mailto:toda@isfactory.co.jp

